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概要

シロイヌナズナ切断花茎の癒合と胚軸間接ぎ木におけるANAC転写因子の機能解析
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ANAC転写因子は傷害を受けた木部柔細胞、髄細胞の幹細胞化に必要であること、この幹細胞が傷害誘導性の形成層として機能

することで、細胞の分裂が開始され切断花茎や胚軸が癒合すると考えられている。VISUAL（Vascular Cell Induction Culture

System Using Arabidopsis Leaves）による解析を行ったところ、anac多重欠損体では、葉肉細胞から形成層や導管への分化が

抑制されていた。また、DOF転写因子の一種をANAC071プロモーター制御下で発現させたanac重欠損体背景の形質転換体で

は、これらの抑制が回復していることが分かった。これらの結果、DOF転写因子の一種がANAC転写因子の下流候補遺伝子であ

り、組織癒合過程における傷害誘導性形成層の細胞分裂に促進的に働くのではないかと考えられた。
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